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【年通号数】公開・登録公報2017-034
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【国際特許分類】
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【手続補正書】
【提出日】平成30年12月7日(2018.12.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　請求項１の発明は、被加工部材をテーブルに保持し、保持した前記被加工部材を加工装
置で加工する被加工部材の加工方法において、
　前記テーブルの前記被加工部材の保持面に、複数の吸着孔を設けて構成しておき、
　前記テーブルに通気性のある被加工部材を載置し、前記テーブルの吸着孔と対向する位
置の前記被加工部材上を非通気性部材で覆うことにより、前記保持面に吸着力を発生させ
て前記被加工部材を吸着保持しておき、
　前記被加工部材を加工ユニットで加工するようにした構成を採用する被加工部材の加工
方法である。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　請求項３の発明は、前記テーブルの保持面が、テーブル表面及びテーブル側面に設けら
れ、
　前記非通気性部材が前記被加工部材の前記吸着孔と対向する表面及び側面部を覆うと共
に前記テーブル側面を覆う大きさに形成され、
　前記テーブル側面で前記非通気性部材の前記被加工部材の側面からはみ出した部分を吸
着保持しておき、
　前記被加工部材を加工装置で加工するようにした構成を採用する請求項１または２のい
ずれかに記載の被加工部材の加工方法である。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】



(2) JP 2017-154225 A5 2019.1.31

【００１７】
請求項９の発明は、被加工部材の保持面に複数の吸着部が設けられたテーブルと、該テー
ブルに保持された被加工部材を加工する加工ユニットとを備える加工装置において、
　前記被加工部材は、前記保持面に対して通気性を有し、
　前記加工ユニットは、移動自在な多関節ロボットと、多関節ロボット先端に設けられた
ツールチェンジャーと、を備え、
　前記テーブルは、前記被加工部材を保持面に載置し、前記テーブルの吸着孔と対向する
位置の前記被加工部材上を非通気性部材で覆うことにより、前記テーブルの保持面に吸着
力を発生させて前記被加工部材を吸着保持するように構成され、
　前記テーブルに前記被加工部材を保持した状態で、該被加工部材を加工するようにした
構成を採用する被加工部材の加工装置である。
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